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讃 微 量 排 菌 者 に 関 す る ・研 究

その一 微量排菌者の排菌状態

国立東京療養所(所 長.砂 原 茂 一)

長 沢 誠 旬

(昭 和26年4月24日 受F付)

1緒 言 ・

近蒔結核治療殊に化学的及び外科的療法の著 しい進歩

に併い,肺 結核の鰹快者が増加 したことは誠に慶びに堪

えないが,中 には所謂微量排菌者(以下微俳者と略す)と

なり終る膚も少なくなく,殊 に結捜菌培養法の進歩普及

につれて益々その数を増 し,こ れ等微排者の取扱い方の

飼遮が大きく浮ぴ上りつ 鼠ある。

微排者をめぐつてま,そ の感染源としての意養,集 団
　

験診で見ll憾 れた者の処理の如き社会的な問題 と,側 々

の患老を如何に治療 し,指 導 したらよいかとい う個人的

な調題が藩、る○前者は扱ておくとして,後 者 に ついて

は,如 何なる種類の療法を施 したらよいか繋(安 轟,歩

行作業,薬 剤,外 科的処綬等)こ れら個々の療法の実際の

行い方及び総合せ方をどのように したらよいか等が差当

り問題となり,最 後に社会復帰の規準を見いださなけれ

ばならない○殊に社会復幕の親準を見いだすことは,当

然治療判定の規準を決定する麟/題と直接関係する事柄で

あ鯛 従つて肺結核患暑の療養の隈界を決定する上に臨

澱要な開題である。

とれ等の課題を解決するためには,獺 排者がただ単に

塗抹陰挫夢培養陽性者とい うだけでは不十分であり,さ

らに立入つてその実態を知る必要がある¢すなわちその

病理解轡1学的所見,X線 境 誕像,免 疫及びアレルギーの

鞘轟,鉾 菌状態(殊 に排薦に及ほす請因子の影響)等 を

明らかにしなければならない心

私はその第一段階として,微 排者及び培鉾陰性者の喀

窺を長期閥黛量的に遠続培養し,そ の雛菌状態を獺察 し .

たので報告する

∬i実 験力法及び実験対象

1)喀 褒をゴム栓を附 した中試験管を携帯せ しめ,一

肩の全量を採取 し,連 口検湊す鑛

2)培 鎚は小山氏¢旋量培養法をvfreしく改変 し8%

Nasoscに て2/訂 溜1と し,3%酸 挫培薫也にO.ic.c.注

入"2ケ 月判定で培地2本 の平均慧ew轟 一数を算出すit

(ta　露:tu趣一1～ ユi～(十)?kS～35/替)穿36～100《 盤 ノ,

MQ:1.～g{gooぐ柵2夢4劔 くビ/輸とすノ

岡蒋に玲抹或は集菌をなす。集菌は培養に使胴 した残

りのNaOHの 加わつた喀疲を蒸溜水にて稀釈}加 温淺

搾,遠 沈 し,沈 渣を一度蒸溜水にて洗灘 してNaOHを

除いて使用 した◎

3)実 験対象は国立東京療養所の作業療法患者で,全

対象の既往培養成績は第1表 の如 くである◎すなわち月

一一回の轄叢により比較的鷹々陽性mo者7名 ,稀 に陽軽の

者10名,一 年間あるいはそれ以上陰性の者4名,計2k

名 で凄、る◎

4)全 例とも気管支鏡的に異常なく,かつ,観 察期間巾

X線 写真及び臨捧的に著名な変化を認めない。

班 検査成緕及び考按

連H検 疑の総合成績は第2表 の如 くである◎症例番号

は第1表 のそれと合致するe総 点とは,培 養(+)を1点

(苔)を2点,(帯)を3点,ぐ 柵)4点,(㈱)5点,培 養陰

性で塗抹あるいは集菌陽性を0点 として陽性H数 を掛け

加算 したものである登

1)症 例番号の若い方,す なわち第2表 において,陽

性H数/総 日数 ■陽性頻度の大きい方が,第1表 におい

ても陽轡掴 数が多い傾向にあるが,・一概にはいい切れな

いftた だ総 じて策1表 で見たよりは,第2表 における実

際の排菌は多いようであるe殊 に第10及 び第13症 麹

は一年聞培養陰牲であ り繋従来の常識からは闇鎖牲と考

え留tる ものであるが・第10症 例は約3ケ 月に1ユ回・

第 ユ眺症例は約2ケ 月に5回 培養陽性であつたCtま た簗

17及 び19症 例 も同 じく1ケ 年聞培養蔭性であつたが,

連Hの 集菌で陽牲を示したe

2)第2表 に示 した排菌量(総 点/陽 牲 日数)と 緋菌d'

頻 度(陽 性 田数/総 日数)と の紹関を第3表 に示したゼ

ー一度 も陽性 日のなかつた第20及 び21症 劔 を除いた19

例につき・相関係数=O・906で 有意で尚 るeす なわち雛

菌壁と舞菌頻度の闘には有意あ相関があり,量 の多 い

程,顔 度が高い。

3)連 日検褒の結果を一列に横に誌き並べた時陽性齢 t

の 日と陰性←)の日とがどんな願序で並んでいたかという

嬢柄・いい換えれば・その並び方が全 くでたらめであつた磁

か,そ れとも醗臼あるいは←項 のどちらかが続いて纏;

傾殉があつたかとい う講柄を・第4表(誤)及 び 笙5表
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第1表 約 ユ月1回 の培養成績

症1検 査前 〃 〃 〃
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第2表 連日検査成績
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性デ塗
沫或ハ 日
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総 は第 ユ,第2表 のそれと合
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陽
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qenbergerの 分布の方にあ

てはまつてお り,排 菌が均

等でないことがわかる。さ

らに第5表 を見ると,〈+)の

の 日の方が多い症例(3,4,

5)は 一応除外 して,延 べ

11{列 の申,確 率10%以

下が5例 ある◎これだけの

成績では一般に排菌が続い

ておこるとい う結論は勿論

引きだせないにしても,約

半数が10%以 下 であること

は,少 くと竜ある症例にお

いては1÷}日が続 く傾向をも

つことを示 しているといえ

鴨 ◎この連によ る方 法 で

は,何 日かかたまつて㈲が

あるように見えても,間 に

1Hで も(→があると,連 の

一一一Bl-一
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第4表
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ウ
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第5表

症 く+)N数e日 数i連 の

例N〈+>N(一 〉 齢 数

並び方の起 備 考
り得 る確率

購

6 8 17 6 0,006

7 17 20 18 >0。10

8 5 20 6 0,0561

9 11 20 15 1>0。10

ユo 2 20 5 >0。10

10 7 20 11 >0。10 /黙 。
11 4
i

20 7 >0。10

1214 20 5 0,066

1213 20 14 α055
き

13 3 20 5 >0。10

14 5 20 4 0,003 ノ

3 19 11 10 0,038 、

4 20 19 25 >OJO
lN(+)
瞬>N

{→
5 20 16 19 >0.10 　'

数は}度 に2つ 増 して,忽 ち確率が大き くな つて しま

う¢第10症 例は確率10%以 上 であるが,そ の並び方

を示すと第6表 の如 くで,Wxよ り膨×迄は開らかにか

たまつて陽性である◎このような〈+)のかたまりはr続 く」

と見倣すことができるので,実 際には第5表 の成綾 よ

り,よ り多 く続 く傾向が見られている◎この排菌日が続

く傾向にあるとい う事実は,あ る程度精密な喀痩検査を

必要とする場合,そ の検痩回数及び間隔についてジーっ

の考え方を与えるものと思 う◎

註1)一 度ある現象がおこると,次 に同じ現象がおこ

り易 くなるとい う伝播性を導入 した頻度分布がP◎lya

Eggellhergerの 非均等傾向分布で,実 際の数値をこの

分布及びPeissenの 分布とにあてはめてみたのが第4

表 であるeこ の表の 「現実の頗数」の数値は第6症 例か

ら第15症 例迄12例 の総計である◎

'註2>症 例6に ついてい うと
,← 旧17と く+)日8をで

たらめに並べた場合,連 が6つ であるとい う,(+)と{→の

並び方がおこりうる確率はO・006で あ る◎この確率は連

の数の少い程小 さくなむ,O・006す なわち1000回 に6回

とい う稀な並び方は田あるいは←)がかなり続いて並んで

いることを示 している。この確率はSwed-Eise曲 離tの

表 り を用いて簡単に算出できる。連とは,(+)あるいは0

の どちらか一方の一並びをい う◎例えば5日 検痩 して{→

("ny}(一)(+)('一')と並 ん だ と す る と ・ 型 ま・(一×一)〈Dと ・」+)と ・

←〉と3ツ あるeSwbd-E丘senhartの 表はN1≦N2≦ ≦20

の ときに限り計算値が示 してあるのでr.2ケ 月以上に亘

つて調べた例では,月 毎に区切つて検定 した(症 劔10及

び12)。 また続きを問題にナるのであるからN(+〉また

はN(→ の どちらか一方が,1ま たは0と い う症例は除外

した¢

4)排 菌量が多い程排菌頻度が高いとい うことと,撰

菌が続 く傾向にあるとい う2つ の事実から,陰 性の続い

ている中に排菌量の多い日が突然ユ日だけおこる可能性

の少いことが推察できる。窮実,(帯)以 上の排菌が突然

工周だけおこつた例は1例 もなく,ぐ帯)以 上を示 した時

には,い ずれ もこの前後に幾 日かの陽姓日があつた¢こ灘

の事柄は・現在の如 く培養回数の少い場合,そ の陽性成

績の意義判定の上に役立つものと考える。

5)第2表 中・培魅陰性で・塗抹或は集菌陽性の日を

一32一



示 した例が,19例 中12例 ある◎殊に第9症 例は,陽 性

日17日 申14日 がそ うである◎この症例は,粘 液性濱

の中に極 く少量の膿性屡を混 じ,こ の膿牲痩を検鏡する

と容易に菌を発見できるが,菌 は概 して染色性悪 く,あ

るいは樹皮の虫に喰われた如 き,あ るいは顯粒の数珠の

如き異型の菌の小集塊である◇桂 鷺)も か 蕊る集菌陽性

で培養陰性例の多数を観察 し,軽 症者に多いと報告 して

いるが,私 の症例においても,全 部を技術の誤りとして

片附けられないと考える。

IV'総 括

以上の如 く,月1度 の培養で同じく陰性あるいは微量

排菌といつても,そ の様相は一様でない。

1)月1回 の喀痩培養で1ケ 年間引続き陰性でも,閉

鎖姓といい得ない◎

2)排 菌量と排菌頻度とφ間には有意な相関があり,

量の多い程頻度も高 く・突発的に1日 だけ多量の排薦を

なす者はなかつた⇔

3)排 菌の少い者においても排菌日は幾 日か硫 く傾向

がある◎

4>塗 抹或は集菌陽性で,培 養陰性の例があるΦ

終 りに臨み,御 校閲を賜つた砂原茂一所長及びξ卸指

導頂いた植村敏修博士に深謝 し,併 せて数値計算につ

いて御助力下 きつた同僚梶田昭医官に感謝 の意 を表

す◎なお本研究は丈部省科学試験研究費によつたこと

を附記する。
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